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４７１０１６ 

１．目  的 

   配電用変電所の６ｋＶ母線電圧を監視し、欠相および過電圧を検出することにより 

  欠相時の事故状況把握の迅速化、過電圧発生時の変圧器タップ制御を行うことを目的とします。 

 

２．適    用 

      本仕様書は、配電用変電所６ｋＶ母線電圧を監視して欠相および過電圧を検出する下記の 

  継電器に適用します。 

 

３．準拠規格 

      本仕様書に記載していない事項は、下記規格に準拠します。 

      電気学会   電気規格調査会標準規格                    ＪＥＣ－２５００（１９８７） 

      電力用規格 デジタル形保護継電器および保護継電装置    Ｂ－４０２（平成１９年） 

 

４．使用状態 

        本仕様書に記載無き事項は、ＪＥＣ－２５００  ３－１項の常規使用状態とする。 

      （１）性能保証温度範囲         0℃～＋40℃ 

      （２）動作保証温度範囲      －10℃～＋50℃ 

      （３）復元保証温度範囲      －20℃～＋60℃ 

      （４）相対湿度範囲            日平均 30％ ～ 80％ 

      （５）標高                    2,000ｍ以下 

      （６）制御電源                ＤＣ110Ｖ(DC88～143Ｖ) 

 

５．継電システム構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

欠相検出情報

過電圧検出情報

継電器異常情報

ＬＲ手動

ＬＲ暴走防止

欠相・過電圧

継電器

変圧器

制御盤

ＴＣ盤

母線電圧３φ

制御電源

(AC110V)

(DC110V)
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４７１０１６ 

６．仕    様 

  ６．１  構造 

   （１）外形寸法        縦１９０×横１４０×奥行１６２ 

      （２）取付方法                埋込形パネル取付  

      （３）外部端子                Ｍ４ネジ締め端子、使用電線 ５．５ｍｍ２ 以下 

（４）塗装色                  マンセル記号  Ｎ１．５ 

      （５）重量                    約 ３．６ Ｋｇ 

 

６．２ 定    格                 

      （１）定格電圧                ＡＣ１１０Ｖ ３相３線式 線間電圧 

（２）定格周波数       ５０Ｈｚ 

（３）負担                  １ＶＡ以下／相 

      （４）制御電源                ＤＣ１１０Ｖ １０Ｗ以下 

       

 ６．３ 性  能 

   （１）欠相検出要素 

      ① 動作整定値     ２０Ｖ、３０Ｖ 切換（線間電圧の差） 

      ② 復帰整定値     １０Ｖ     固定（線間電圧の差） 

      ③ 動作時間      ３秒      固定 

      ④ 復帰時間      即時      （１５０ｍｓ以下） 

（２）過電圧検出要素 

   ① 動作整定値     １１６Ｖ～１２０Ｖ（１Ｖステップ） 

   ② 動作時間        １秒～１０秒 （１秒ステップ） 

   ③ 復帰時間      即時      （１５０ｍｓ以下） 

 

 ６．４ 出力および表示 

検出 用  途 

出 力 接 点 
表示ランプ 

制 御 
表  示 

遠方 直接 検出（黄） 出力（赤） 

欠相 ＬＲ手動・予備 ２ａ ２ａ ２ａ ○ ○ ○ ○ 

過電圧 ＬＲ暴走防止 １ａ １ａ １ａ ○ ○ ○ ○ 

継電器異常 警報表示 － １ａ １ａ － ○ 

点検中 点検動作中表示 － － － ○ － 

整定中 整定操作中表示 － － － ○ － 

ＣＰＵ電源 ＣＰＵ電源有表示 － － － ○ － 

（１）検出表示は検出中点灯し、自動復帰します。 

（２）出力表示は動作時点灯し、自己保持します。 

（３）ＣＰＵ電源表示は常時点灯し、異常時消灯します。 
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４７１０１６ 

６．５ 接点容量 

    制御および制御出力 

 通電電流      １Ａ 

      遮断電流 抵抗負荷 ０．５Ａ（ＤＣ１１０Ｖ） 

           誘導負荷 ０．２Ａ（ＤＣ１１０Ｖ Ｌ／Ｒ＝４０ｍｓ） 

 ６．６ 出力接点構成 

   （１）制御出力  （条件成立時  欠相  1 秒間出力） 

  （条件成立時  過電圧 継続出力） 

 

 

 

 

 

（２）表示出力  （条件成立時 継続出力） 

 

   ① 遠方出力             ② 直接出力 

    

 

 

 

 

 

６．７ 出力接点の継続時間 

   （１）制御出力   条件成立時欠相要素は１秒間出力します。 

             条件成立中は過電圧要素は継続出力し、自動復帰します。 

   （２）表示出力   条件成立中は継続出力し、自動復帰します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P1

LR手動

予備

LR暴走防止

欠相

欠相

過電圧

点検中継電器異常

欠相

過電圧

点検中継電器異常

継電器異常

PS

欠相（バンク）

欠相

過電圧

点検中継電器異常

継電器異常

PGI

欠相（バンク）
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 ６．８ 許容誤差 

     ＪＥＣ２５００に定める常規使用状態において試験したとき、動作値、復帰値および 

    動作時間の測定値と公称値の差は下記の許容誤差範囲内とします。 

    復帰時間は、下記の値以下です。 

 

       動作値         各整定値に対して±３％ 

       復帰値         各整定値に対して±５％ 

       動作時間        各整定値に対して±５％ 

                   （定格電圧から整定値の１２０％に急変したとき） 

       復帰時間        １５０ｍｓ以下 

                   （動作電圧の１２０％から定格電圧に急変したとき） 

     また、周波数、高調波および温度の試験条件を下記の表のように変化したとき 

    動作値の測定値と公称値の差は表の許容誤差範囲内とします。 

    復帰値および動作時間の測定値と公称値の差は上記の許容誤差範囲内とします。 

    復帰時間は、上記の値以下です。 

     ただし、１線間以上の電圧は、８８Ｖ～１３２Ｖの範囲内にあるものとします。 

 

No. 試 験 条 件 動作値の許容誤差 

１ 周波数 ５０Ｈｚ±２．５Ｈｚ ±３％ 

２ 高調波 第２、第３、第５調波を各５％重畳（位相はランダム） ±３％ 

３ 温度  ０～４０℃ ±３％ 

４ １～３の複合条件 ±５％ 

 

  ６．９  一般仕様 

      （１）絶縁抵抗 

            DC500V 絶縁抵抗計にて（相対湿度、80％以下） 

            ①  電気回路一括対地間                                    10MΩ以上 

            ②  電気回路相互間                                        10MΩ以上 

        （入力回路一括対制御電源回路、出力接点回路一括） 

            ③  接点回路端子間（接点極間）                            5MΩ以上 

      （２）商用周波耐電圧 

            ①  電気回路一括対地間                                    AC2000V 1 分間 

            ②  電気回路相互間                                        AC2000V 1 分間 

（入力回路一括対制御電源回路、出力接点回路一括） 

（注：出力接点回路と制御電源は同一電源で使用するものとします。） 

            ③  接点回路端子間（接点極間）                            AC1000V 1 分間 

 



 

- 5 - 
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      （３）雷インパルス耐電圧 （標準波形 1.2×50μＳ 正負 3 回） 

            ①  電気回路一括対地間                                    4500 V 

            ②  電気回路相互間                                        3000 V 

（入力回路一括対制御電源回路、出力接点回路一括） 

（注：出力接点回路と制御電源は同一電源で使用するものとします。） 

            ③  接点回路端子間（極間）                                Ｂ級のため規定せず。 

      

      （４）耐振動 

              制御電源回路に定格電圧を印加した状態で下記の条件の振動を左右および上下方向に 

            加えたとき、加振中に誤動作、誤表示など好ましくない応動を示しません。 

              振動数 10Ｈｚの試験は、共振試験を行い、3～10Ｈｚの周波数範囲に共振点が無い 

            ことを確認する。 

            共振点がある場合は、表の加速度を 10 秒間印加する試験を追加する。 

振動数 

〔Hz〕 

複振幅 加振時間 

  〔Ｓ〕 

( 各 方 向

共) 

加速度（参考）〔ｍ／ｓ２〕（Ｇ） 

前後 左右 上下 前後 左右      上 下 

   10        5 2.5    30  9.8（1.0）     4.9（0.5） 

   16.7      0.4   600         1.96（0.2） 

 

      （５）耐衝撃 

              294ｍ／ｓ２（30Ｇ）の衝撃を、前後、左右および上下方向に各 3 回加えても、電気的 

            機械的に支障を生じません。 

      （６）耐減衰振動波形ノイズ 

              制御電源回路に定格電圧を印加した状態で、第一波波高値 2.5～3.0KV、振動数 

            1.0～1.5MHz、繰り返し頻度 50 回／秒以上の減衰振動電圧を下記の部位に、それぞれ 

            2 秒印加しても、誤動作、誤表示など好ましくない応動を示しません。 

            ①  計器用変成器回路一括と外箱間 

            ②  制御電源回路一括と外箱間 

            ③  制御電源回路端子間 

            ④  制御入出力回路一括と外箱間 
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      （７）耐方形波インパルス性ノイズ 

              制御電源回路に定格電圧を印加した状態で、尖頭電圧 1000V、パルス幅 100ns 

            繰り返し周波数 50Hz の方形波インパルス性ノイズを、下記の部位に正負、各 2 秒間印加 

            しても、誤動作、誤表示など好ましくない応動を示しません。 

            ①  計器用変成器回路一括と外箱間 

            ②  制御電源回路一括と外箱間 

            ③  制御電源回路端子間 

            ④  制御入出力回路一括と外箱間 

 

      （８）耐静電気放電ノイズ 

              制御電源回路に定格電圧を印加した状態（カバー付き）で、通常、人が触れる部位に 

            １箇所当たり１秒間間隔で１０回静電気放電させても、誤動作、誤表示など好ましくな 

            い応動を示しません。（ＩＥＣ 801－２厳しさレベル４） 

              ・放電電圧      接触放電    8KV 

                              空中放電   15KV 

              ・放電部位例    外箱金属部、カバー窓ガラス、接続端子保護カバー 

                              スイッチ操作部 

      （９）耐電波ノイズ 

              制御電源回路に定格電圧を印加した状態で、定格出力 5W のトランシーバーのアンテナ 

            の先端を装置に接触させ、150MHz 帯、400MHz 帯および 900 MHz 帯の電波を断続的に 

            照射しても、誤動作、誤表示など誤動作、誤表示など好ましくない応動を示しません。 

 

      （10）ファーストトランジェントバースト試験（ＩＥＣ６１０００－４－４） 

       装置定常状態において、下記箇所にファーストトランジェントバースト波形を６０ 

      秒間継続して印加し、異常のないこと。 

① 制御電源回路一括対地間 

② 変成器回路一括対地間 

③ 制御入出力回路一括対地間 

            ・電圧            ： ２０００Ｖ±１０％ 

                ・極性            ：正および負 

                ・出力インピーダンス     ：５０Ω±２０％ 

                ・１つのインパルスの立上り時間：５ｎs±３０％ 

                ・インパルス幅        ：５０ｎs±３０％ 

                ・インパルス繰返し周期    ：０．２ｍｓ 

        ・バースト長         ：１５ｍｓ±２０％ 

        ・バースト周期        ：３００ｍｓ±２０％ 
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      （11）過負荷耐量 

            ①  連続過負荷 

                ・計器用変成器回路    定格電圧（AC110V）の 1.15 倍(126.5 V)、３時間 

                ・制御電源回路        定格電圧（DC110V）の 1.3  倍(143.0 V)、３時間 

            ②  短時間過負荷 

                ・計器用変成器回路    定格電圧（AC110V）の 1.35 倍(148.5 V)３０秒間  1 回 
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７．システム構成 

  ７．１  システム構成図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．処理方式 

  ８．１  シーケンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LPF S/H

基準電圧

A/D

ROM

RAM

EEPROM

TIMER

CPU

D/I

D/O

出力

リレー

整定

表示

＋5V

±5V
NF DC/DC

電源監視

MPX

WDT 継電器

異常

出力

出力接点

継電器異常

出力

8D

PT2

LPF S/H

PT3

LPF S/H

PT1
Ｒ

Ｓ

Ｔ

ＦＧ

Ｅ

Ｐ

Ｎ

｜VRS－VST｜≧VTA

４７（欠相）｜VST－VTR｜≧VTA

｜VTR－VRS｜≧VTA

５９（過電圧）

 VRS≧VTO

 VST≧VT0

 VTR≧VT0

動作時間：３秒固定

復帰時間：１５０ｍＳ以下

動作時間：１～１０秒可変（１秒ステップ）

復帰時間：１５０ｍＳ以内

欠相検出整定(VTA)   :20V,30V

過電圧検出整定(VTO) :116V～120V
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４７１０１６ 

 ８．２ リレーの応動と処理 

   （１）４７（欠相） 

       各線間電圧の差が、整定値を超えて３秒間連続した場合、制御用出力接点を１秒間 

      出力すると共に、警報表示を行います。 

 

   （２）５９（過電圧） 

       線間電圧が整定値以上に上昇し、整定時間以上継続した場合、制御用出力接点を出力 

      すると共に、警報表示を行います。 

 

９．自動監視機能 

 ９．１ 継電器異常出力・表示 

      常時監視および点検で異常の場合、継電器異常出力を出力し、同時に正面パネルに 

     継電器異常ランプを点灯します。 

      継電器異常出力は、異常が復帰した場合は自動復帰します。 

     継電器異常ランプは、自己保持し表示復帰キーの押下により復帰します。 

      ウオッチドッグタイマーおよび電源監視異常の場合、継電器異常出力は継電器が正常に 

     戻った場合は自動復帰します。 

     電源監視異常の場合、継電器異常ランプは点灯しません。 
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４７１０１６ 

 ９．２ 常時監視機能 

 

No. 監視項目 監 視 内 容 継電器異常出力 

１ 

ウォッチドック 

タイマー 

ソフトウェア処理により外部に設けたハードウェア

タイマーに対しクリア信号を出力する。 

ソフトウェアの暴走などの異常が発生すると 

クリア信号が出力されずハードウェアタイマーがカウ

ントアップし異常を検出します。 

 

１０秒以上 

連続で異常を 

検出した場合 

２ 

制御電源監視 装置電源有りの状態で、内部電源２次側の電圧を監

視し出力喪失を検出します。 

 

 ＣＰＵ電源  ＋５Ｖ 

 アナログ電源 ±５Ｖ 

３ 

出力状態不一致 

監視 

 Ｄ／Ｏ出力状態とリレー断線監視入力の不一 

致を監視します。 

 

４ 
入力回路監視  ３相入力のベクトル和が定格電圧の２０％を 

超えた場合異常とします。 

５ 

Ａ／Ｄ精度監視  Ａ／Ｄ変換器に基準値を入力し変換器出力の 

精度検定を行います。 

±５％の管理値を外れた場合、装置異常とします。 

６ 
整定値異常 動作中の整定値（ＲＡＭ上）がありえない値に 

なっているときに異常とします。 

１０回連続 

７ 

ＥＥＰＲＯＭ 

異常 

 ＥＥＰＲＯＭに記録されている整定値と動作中の 

整定値を比較して異なっている場合に異常とします。 

 

１０回連続 

８ 

ＲＯＭサムチェ

ック 

 ＲＯＭに書かれているサムチェック値と点検時の 

サムチェック値を比較監視して不一致の場合、異常と 

します。 

１０回連続 

９ 

ＲＡＭ Ｒ／Ｗ

チェック 

 スタック部を除く使用中の全エリアに書込を行い 

読み出し結果と書込データを比較して不一致の場合 

異常とします。 

 

１０回連続 
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４７１０１６ 

 ９．３ 自動点検機能 

（１）起動条件 

    点検機能は、下記の条件により起動します。 

  ① 手動（直接）点検 

    本体正面パネルの点検スイッチにより起動します。 

  ② 自動点検 

    内蔵タイマーにより、1 週間毎に点検を行います。 

    尚、初回の点検までの時間を１～１６８時間の範囲で１時間単位で整定できます。 

    制御電源投入時において、点検開始までの時間が整定されない場合は、電源投入時 

    より１６８時間後に点検を行います。 

（２）注意事項 

  ① 点検中は、外部出力回路をロックします。（２００ｍｓ以内） 

  ② 点検中の事故対応は行いません。 

  ③ いずれかの要素が検出中の場合は、点検を行いません。 

  ④ 異常の場合、継電器異常が復帰されるまでは再点検は行いません。 

  ⑤ 点検回数のカウントは自動点検時のみとします。 

 

（３）監視項目 

 

監視項目 監 視 内 容 継電器異常出力 

出力ロックリレー 

不応動 

（不動作、復帰不良） 

 

 点検開始後、２００ｍｓ以上経過して

も不応動の場合、点検を中止して 

２０秒後に再点検を起動します。 

 

２回連続して不応動の場合 

継電器異常とします。 

 手動点検の場合、再点検 

は行いません。 

出力回路チェック  各、出力リレーを動作させアンサー 

信号が正常であることを確認します。 

不応動の場合 

継電器異常とします。 

 

 

 






